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ご結婚おめでとうございます！
　町の結婚対策事業「YOU＆YOU」。２月に成婚 30 組目のカップル
が誕生し、記念のセレモニーが下馬尾の「山神山（さんじんさん）の杜」
で開催されました。30組目となったのは橋本征治さん、えみさん夫妻。
当日は花束のプレゼントや、征治さんがえみさんへ宛てた手紙を読み
あげ、最後は YOU＆YOU結婚相談員の皆さんからのフラワーシャワー
で二人の門出を祝いました。

ご結婚おめでとうございます！
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後
継
者
対
策
事
業
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
）

は
活
動
を
開
始
し
て
９
年
目
を
迎
え
、
30

組
目
の
成
婚
と
い
う
節
目
の
組
の
誕
生
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
４
月
６

日
に
30
組
目
と
な
る
ご
夫
婦
へ
お
祝
い
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
桜
の
開
花
す

る
山
神
山
公
園
に
て
、
町
長
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
、
お
祝
い
品
の
贈
呈
、
さ
ら
に

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
新
郎
か
ら
新
婦
へ
の
お
手

紙
が
読
ま
れ
ま
し
た
。
新
郎
か
ら
の
温
か

い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
婦
が
涙
を
流
す
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
フ
ラ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー
で
ご
夫
婦
を
お
見
送
り
し
、
祝

福
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
が
こ
の
事
業
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
交
流
会
で
の
す
て

き
な
出
会
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
参
加
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば

こ
の
事
業
は
な
り
た
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
事

業
を
も
っ

と
多
く
の

方
に
知
っ

て
い
た
だ

き
、
一
組

で
も
幸
せ

な
ご
夫
婦

が
誕
生
さ

れ
ま
す
よ

う
、
町
と

し
て
も
支

援
を
続
け

て
ま
い
り

ま
す
。

＊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局
紹
介
＊

　
『
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
』
事
務
局
吉
田
で

す
。
活
動
開
始
か
ら
９
年
目
を
迎
え
、『
30

組
』
の
ご
夫
婦
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
交
わ
す

雰
囲
気
の
中
、
ま
た
新
し
い
出
会
い
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
男
女
合
わ
せ
て

130
名
以
上
の
登
録
が
あ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
素

敵
な
出
会
い
を

さ
が
し
ま
し
ょ

う
♪
お
友
達
と

お
誘
い
あ
わ
せ

で
も
大
丈
夫
で

す
！
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
よ
り
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
下
田
で
す
。
一
組
で
も

多
く
の
ご
夫
婦
の
幸
せ
な
笑
顔
が
見
ら

れ
る
よ
う
、
吉
田
さ
ん
、
結
婚
相
談
員

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

〜
『
ウ
マ
く
い
く
良
縁
コ
ー
ス
』

交
流
会
紹
介
〜

　

今
回
は
、
午
年
に
ち
な
み
午
年
の
女
性

参
加
者
の
募
集
を
行
い
、
応
募
い
た
だ
い

た
女
性
と
と
も
に
、
３
月
16
日
（
日
）、

総
勢
14
名
の
参
加
の
も
と
、
阿
蘇
方
面
へ

　

九
州
中
央
自
動
車
道
の
整
備
は
、
経
済

浮
揚
、
そ
し
て
防
災
、
救
急
の
た
め
の
命

の
道
と
し
て
、
我
々
地
元
の
悲
願
で
あ
り

ま
す
。
３
月
22
日
に
は
、
熊
本
県
側
と
し

て
は
初
め
て
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら

小
池
・
高
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
1.8

㎞
が
見
事
に
開
通
い
た
し
ま
し
た
。
開
通

に
先
立
っ
て
、
私
が
会
長
の
九
州
中
央
自

動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
の
主
催
で
開
催

し
ま
し
た
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

で
は
、
約
２
，
０
０
０
名
の
来
場
が
あ
り
、

今
後
の
整
備
を
期
待
す
る
周
辺
住
民
の
皆

様
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
、
記
念
す
べ

き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
、
関
係
す
る
皆
様
の
な
み
な
み
な

ら
ぬ
ご
尽
力
が
あ
り
、
そ
し
て
地
権
者
の

皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
完
成
い
た
し

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
早
期
整
備
の
要
望
活
動
に
、

町
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
沿
線
市
町
村
住

民
の
方
々
に
は
、
熱
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
し
、
私
も
就
任
以

来
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
議
会
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
山
都
町
の
発
展
に
ど

う
し
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
と

し
て
、
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
に

は
、
北
中
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開

通
す
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す

し
、
今
年
度
の
本
路
線
整
備
に
係
る
国
の

予
算
は
、
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
て
昨
年
度

53
億
円
を
大
幅
に
上
回
る
73
億
７
千
万
円

と
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
整
備
の
加
速
化
が
大
い
に
期
待
さ

れ
、
い
よ
い
よ
矢
部
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
の
開
通
も
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
ま
す
と
、
小
池
・
高
山
か
ら

矢
部
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
通
行

料
は
無
料
と
な
る
高
速
道
路
で
す
。
今
後

は
、
こ
の
喜
び
を
形
に
変
え
、
整
備
し
て

い
た
だ
い
た
こ
の
高
速
道
路
を
大
切
に
活

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
熊
本
市
や

近
郊
町
村
に
あ
る
事
業
所
へ
の
通
勤
が
容

易
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
住
促
進
が
図
れ

ま
す
。
救
急
医
療
に
つ
き
ま
し
て
も
「
搬

送
時
間
」
や
「
カ
ー
ブ
な
ど
で
の
揺
れ
」

が
患
者
さ
ん
に
は
負
担
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
点
は
大
幅
に
改
善
で
き
ま
す
。

ま
た
観
光
に
お
い
て
は
、
九
州
全
体
か
ら

の
誘
客
が
可
能
と
な
り
ま
す
。「
八
朔
祭

の
大
造
り
物
」「
清
和
文
楽
」「
蘇
陽
峡
」「
九

州
脊
梁
山
地
の
貴
重
な
自
然
」
な
ど
本
町

の
特
色
あ
る
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興

を
図
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
場
産
業
へ

効
果
が

行
き
わ

た
る
取

組
み
を

行
っ
て

ま
い
り

ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

　

春
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く

日
が
多
い
た
め
、
毎
年
野
焼
き
に
よ
る
火
災

が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○
乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
発
令
中
は
野

焼
き
を
行
わ
な
い
。

○
決
し
て
一
人
で
は
行
わ
ず
、
複
数
人
で
行

う
こ
と
。

○
高
齢
者
の
み
で
は
危
険
で
あ
る
の
で
行
わ

な
い
。

○
厚
い
生
地
の
衣
服
を
着
る
な
ど
、
着
火
し

に
く
い
服
装
で
行
う
。

○
事
前
に
役
場
総
務
課
で
火
入
れ
申
請
を
行
う
。

○
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
消
火
用
具

を
準
備
す
る
。

　

消
防
団
で
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
の
際
は
、

お
近
く
の
消
防
団
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
る
と
、
強
風
の

影
響
な
ど
で
火
の
回
り
が
想
像
以
上
に
早
く
な

り
、
火
や
煙
に
巻
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
無
理

し
て
消
そ
う
と
せ
ず
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
山
都
消
防
署
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

山
都
消
防
署　

電
話
７
２

－

１
６
１
０

★ 

役
場
総
務
課　

電
話
７
２

－

１
１
１
１

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
団
体
に
、
防

災
訓
練
等
の
実
施
や
防
災
資
機
材
の
購
入
の

経
費
を
、
町
が
補
助
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１
．
対
象
と
な
る
団
体

　

自
主
防
災
組
織

２
．
対
象
と
な
る
事
業

①
防
災
訓
練
…
避
難
訓
練
、
炊
き
出
し
及
び

給
水
訓
練
、
防
災
に
関
す
る
訓
練
・
研
修

②
防
災
資
機
材
整
備

基
本
資
機

材

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
反
射
ベ
ス

ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
非
常
用
食
料
、

非
常
用
ト
イ
レ
な
ど

救
助
用
資

機
材

担
架
、
投
光
器
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

救
命
ロ
ー
プ
、
ジ
ャ
ッ
キ
、
な
ど

救
護
用
資

機
材

救
急
医
療
セ
ッ
ト
、
リ
ア
カ
ー
、

毛
布
、
簡
易
ベ
ッ
ド
、
簡
易
ト
イ

レ
、
簡
易
シ
ャ
ワ
ー
、
炊
飯
装
置

な
ど

初
期
消
火

資
機
材

消
火
器
、
ホ
ー
ス
、
組
立
型
水
槽
、

可
搬
式
散
水
装
置
な
ど

３
．
補
助
内
容

①
防
災
訓
練
：
訓
練
の
実
施
に
要
し
た
費
用

（
最
高
５
万
円
）

②
防
災
資
機
材
整
備
：
購
入
金
額
の
２
分
の

１
以
内
（
最
高
10
万
円
）

※
補
助
申
請
は
、
同
一
年
度
内
に
１
回
限
り

と
し
ま
す
。

〜
30
組
目
誕
生
お
祝
い
セ
レ
モ
ニ
ー
〜

日
帰
り
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
、

阿
蘇
神
社
近
く
の
カ
フ
ェ
へ
。
会
場
を

貸
切
に
し
て
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
ラ
ン
チ
＆
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
終
了
後
に
、
阿
蘇
神
社
へ
恋
愛

成
就
祈
願
の
た
め
向
い
ま
し
た
。
参
加
者

と
と
も
に
事
務
局
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

成
就
で
き
る
よ
う
に
と
祈
願
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
付
近
の
街
並
み
を
ぷ
ら
っ
と

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
散
策
を
し
ま
し
た
。
穏

や
か
に
晴
れ
た
日
の
散
策
は
と
っ
て
も
最

高
で
し
た
。
予
定
通
り
に
『
モ
ー
モ
ー

フ
ァ
ー
ム
竹
原
牧
場
』
に
到
着
し
て
、〝
乳

搾
り
＆
バ
タ
ー
作
り
体
験
〞
を
し
て
、
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

春
は
出
会
い
の
季
節
で
す
。
ど
う
し
て

も
何
か
を
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
感
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？

日
々
、
参
加
者
の
恋
愛
成
就
の
た
め
に
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
! !
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総
額
１
２
５
億
４
千
万
円
の
平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
特
に
「
農
林
振
興
」
と
「
観
光
振
興
」

及
び
「
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
係
る
予
算
を
重
点
項
目
と
し

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
林
振
興
」
と
し
て
は
、
集
落
営
農
を
始
め
よ
う
と
す
る

集
落
に
対
し
て
、
１
地
区
30
万
円
ま
で
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
る
た
め
、
被
害
を
防
止
す
る
電
気
柵
等
の
設
置
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
、
補
助
率
と
限
度
額
の
引
き
上
げ
（
補
助
率
40

％
↓
50
％
・
補
助
限
度
額
45
万
円
↓
１
０
０
万
円
）
を
行
い
ま

す
。
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
の
減
少
を
図
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
と

シ
カ
の
捕
獲
に
か
か
る
１
頭
あ
た
り
の
助
成
単
価
を
こ
れ
ま
で

よ
り
も
多
く
し
ま
す
（
１
頭
８
千
円
↓
１
万
円
）。
ま
た
、
本

町
の
特
産
で
あ
る
有
機
農
産
物
の
販
路
拡
大
を
図
る
関
連
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
「
観
光
振
興
」
と
し
て
は
、
貴
重
な
西
日
本
最
大
級
の
ブ
ナ

林
を
有
す
る
九
州
脊
梁
山
地
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
、

登
山
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
八
朔
祭
の
大
造
り

物
の
作
業
場
と
展
示
場
を
兼
ね
た
「
八
朔
祭
大
造
り
物
小
屋
」

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
（
１
棟
分
）。

　
「
防
災
」
と
し
て
は
、
災
害
時
の
避
難
に
必
要
な
保
存
用
飲

料
水
と
避
難
用
毛
布
な
ど
を
備
蓄
用
と
し
て
購
入
し
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
設
立
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
、「
自
主
防
災
組
織
支
援
整
備
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
は
、
自
治
振
興
区
の
独
自
の
取
組

み
を
支
援
す
る
「
独
自
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
限
度
額
を

30
万
円
か
ら
40
万
円
に
引
上
げ
る
と
と
も
に
、
事
業
を
す
る
た

め
に
必
要
な
と
き
は
、
承
認
を
得
て
最
長
５
年
間
積
み
立
て
て

の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た

め
の
景
観
に
配
慮
し
た
店
舗
の
改
修
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
（
借
用
者
50
万
円
限
度
・
所
有
者
30
万
円
限
度
）。

　

こ
れ
ら
の
他
に
、
空
き
家
を
移
住
者
な
ど
の
住
居
に
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
そ
の
改
修
や
修
繕
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま

す（
50
万
円
限
度
）。都
市
部
の
住
民
が
一
定
期
間
町
民
と
な
り
、

地
域
活
動
を
行
う
こ
と
を
条
件
と
し
た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

が
現
在
菅
地
区
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
２
名
を

募
集
し
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
度
完
成
す
る
新
庁
舎
の
建
築
と
事
務
所
の
移
転

や
備
品
の
整
備
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
26
年
度　

主
な
施
策

【
地
域
振
興
・
定
住
・
総
務
関
連
】

□
自
治
振
興
区
独
自
事
業
補
助

金 

１
，１
２
０
万
円

□
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

 
 

１
，１
３
５
万
円

□
過
疎
集
落
等
自
立
活
性
化
推

進
交
付
金（
下
矢
部
東
部
生

活
圏
） 

１
，０
０
０
万
円

□
空
き
家
改
修・活
用
事
業
補

助
金 

３
０
０
万
円

□
新
庁
舎
建
築
費

 
 

６
億
７
，９
４
８
万
円

【
福
祉
関
連
】

□
長
寿
祝
い
金 

４
９
２
万
円

□
出
産
祝
い
金 

２
４
０
万
円

□
臨
時
福
祉
給
付
金 

６
，４
５
０
万
円

□
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金 

１
，２
１
０
万
円

【
環
境
衛
生
関
連
】

□
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金 

２
５
０
万
円

□
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
ご
み
処
理

場
）補
修
事
業 

８
，２
０
０
万
円

□
千
滝
ク
リ
ー
ンハ
ウ
ス（
し
尿
処
理
場
）

補
修
事
業 

２
，６
５
０
万
円

□
山
都
中
央
地
区
簡
易
水
道
整

備
事
業（
簡
易
水
道
特
別
会

計
） 

１
億
８
，１
０
０
万
円

【
農
林
業
関
連
】

□
集
落
営
農
推
進
事
業
助
成
金

 
 

３
０
０
万
円

□
有
害
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

（
電
気
柵
等
） 

８
０
０
万
円

□
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
助
成
金

 
 

１
，９
４
３
万
円

□
有
機
農
産
物
販
路
拡
大
広
報

活
動
等 

75
万
円

□
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

事
業（
浦
田
水
路
） 

１
，９
９
２
万
円

□
森
を
育
て
る
間
伐
材
利
用
推
進
事
業
補
助

 
 

４
，３
６
２
万
円

□
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業（
林

道
菊
池
人
吉
線
） 

７
，１
５
９
万
円

【
商
工
観
光
関
連
】

□
店
舗
改
修
工
事
助
成
事
業
補

助
金 

１
９
０
万
円

□
八
朔
祭
大
造
り
物
小
屋
整
備

事
業
補
助
金 

７
５
６
万
円

□
馬
見
原
遊
歩
道
整
備
等
工
事 

 
 

２
７
０
万
円

□
通
潤
山
荘
空
調
機
改
修
事
業（
国
民
宿
舎

特
別
会
計
） 

３
，３
１
４
万
円

□
九
州
背
梁
山
地
バ
イ
オ
ト
イ

レ
整
備 

４
７
８
万
円

【
土
木・消
防
関
連
】

□
道
路
維
持
費

 
 

１
億
４
，８
０
０
万
円

□
道
路
新
設
改
良
事
業（
町
道
瀬
戸
福
良
線

外
17
路
線
） 

１
億
５
，０
０
０
万
円

□
道
整
備
交
付
金
事
業（
町
道
長
谷
埋
立
線

外
４
路
線
） 

２
億
５
，３
５
５
万
円

□
大
矢
野
原
演
習
場
周
辺
民
生
安
定
事
業

（
町
道
水
の
田
尾
下
鶴
線
外
１
路
線
）

 
 

　
９
，５
４
８
万
円

□
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業（
長
谷
線
外
11
路
線
な

ど
） 

７
億
６
，２
７
９
万
円

□
自
主
防
災
組
織
支
援
整
備
事

業
補
助
金 

１
０
０
万
円

【
教
育
関
連
】

□
小
学
校・中
学
校
電
子
黒
板

購
入
費 

５
２
０
万
円

□
小
学
校・中
学
校
修
繕
工
事 

 
 

３
，０
０
０
万
円

□
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
測

量
設
計
費 

３
０
１
万
円

□
通
潤
橋
保
存
活
用
計
画
策
定

事
業 

１
，２
７
９
万
円

予算

一般会計歳入 一般会計歳出

　 特 別 会 計 　

■町税
　1,011,236 千円
　（8.1％）

自主財源
2,130,470 千円
（17.0％）

依存財源
10,409,530 千円
（83.0 ％）

■分担金及び負担金　123,031千円（1.0％）

■その他交付金等　25,749 千円（0.2 ％）

■町債　
　999,595千円
　（8.0％）

■使用料及び手数料　94,016千円（0.7％）
■繰入金　707,547千円（5.6％）

■繰越金
　100,000 千円（0.8％）

■諸収入
　87,196千円（0.7％）

■財産収入
　7,444千円（0.1％）

■地方交付税
　6,400,000 千円（51.0％）

■地方譲与税
　224,001千円
　（1.8％）

■地方消費税交付金
　178,000 千円
　（1.4％）

■自動車取得税交付金  
　40,000 千円（0.3％）

■国庫支出金  
　1,488,916 千円
　（11.9％）

■県支出金  
　1,053,269 千円
　（8.4％）

■人件費
　2,306,436 千円
　（18.4％）

■扶助費
　1,111,160 千円
　（8.9％）

■積立金・貸付金・出資金
　7,427千円（0.1％）

■公債費
　1,543,249 千円
　（12.3％）

■物件費
　1,917,858千円
　（15.3％）

■維持補修費
　51,794千円（0.4％）

■補助費等
　1,491,993千円
　（11.9％）

■普通建設事業費
　2,778,630 千円
　（22.2％）

■災害復旧事業費  
　3,850 千円（0.0％）

■繰出金  
　1,297,603千円
　（10.3％）

■予備費  
　30,000 千円
　（0.2％）

義務的経費
4,960,845千円
39.6％

経常的経費
3,461,645千円
27.6％

投資的経費
2,782,480 千円

22.2％

投資的経費
2,782,480 千円

22.2％

その他の経費
1,335,030 千円

10.6％

その他の経費
1,335,030 千円

10.6％

その他の経費
1,335,030 千円

10.6％

議会費　98,456千円（0.8％） 

総務費
2,528,852千円（20.2％） 

民生費
3,206,724千円（25.6％） 

衛生費　977,980 千円（7.8％） 

商工費　352,515千円（2.8％） 

土木費
1,715,051千円（13.7％） 

消防費　433,143千円（3.5％） 

教育費　630,008千円（5.0％） 教育費　630,008千円（5.0％） 

公債費
1,543,249 千円（12.3％） 

公債費
1,543,249 千円（12.3％） 

予備費　30,000 千円（0.2％） 

諸支出金
587千円（0.0％） 

災害復旧費
3,850 千円（0.0％） 

農林水産業費
1,019,585 千円（8.1％） 

性質別
目的別

会　計　名 歳　　入
国民健康保険 28億 4,077 万円
後期高齢者医療 2億 3,102 万円
介護保険 26億 7,185 万円
国民宿舎 1億 461万円
住宅新築資金等貸付事業 574万円
簡易水道 4億 6,163 万円

公営企業（法適用）会計予算
会計名 歳　　　入 歳　　　出

水道事業 8,429万円（収益） 8,429万円（収益）
68万円（資本） 3,334万円（資本）

病院事業 10億 5,625 万円（収益） 10億 5,625 万円（収益）
1,965万円（資本） 2,683万円（資本）

一般会計 125億4千万円
山都町の予算山都町の予算

平成26年度平成26年度
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【
中
島
小
学
校
】

調
理
師　

大
久
保
ル
ミ
（
矢
部
小
学
校
）

【
潤
徳
小
学
校
】

調
理
師　

本
田　

千
春
（
矢
部
中
学
校
）

【
清
和
小
学
校
】

調
理
師　

吉
田　

旅
子
（
新
規
再
任
用
）

【
蘇
陽
小
学
校
】

調
理
師　

春
日　

智
恵
（
蘇
陽
中
学
校
）

【
蘇
陽
南
小
学
校
】

調
理
師　

藤
澤　

和
美
（
新
規
再
任
用
）

【
蘇
陽
中
学
校
】

調
理
師　

木
實
美
代
子
（
蘇
陽
小
学
校
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【
退
職
】
平
成
26
年
３
月
31
日
付
け

栁
井　

寿
幸
（
健
康
福
祉
課
長
）

松
本
フ
ク
ミ
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
主
幹
）

荒
木　

千
幸
（
矢
部
同
和
保
育
園
長
）

山
下
た
ま
え
（
大
川
保
育
園
長
）

田
中　

優
子
（
大
川
保
育
園
保
育
士
）

木
崎　

三
穂
（
二
瀬
本
保
育
園
保
育
士
）

工
藤　
　

操
（
そ
よ
う
病
院
管
理
栄
養
士
）

甲
斐　

弘
子
（
そ
よ
う
病
院
准
看
護
師
）

末
綱　
　

靖
（
そ
よ
う
病
院
医
師
）

　

４
月
１
日
付
で
行
わ
れ
た
町
職
員
の
異

動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）
内
は
前
職
、「
清
和
」
は
清
和
総

合
支
所
、「
蘇
陽
」
は
蘇
陽
総
合
支
所
、

異
動
が
あ
っ
た
職
員
を
掲
載
し
ま
し
た
。

【
総
務
課
】

主
事　

北
島　

隆
文
（
農
林
振
興
課
）

主
事　

下
田　

理
佐
（
健
康
福
祉
課
）

【
企
画
振
興
課
】

山
の
都
づ
く
り
推
進
室
長

　

藤
原　

章
吉
（
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
長
）

主
事　

中
川　

雄
貴
（
建
設
課
）

【
地
籍
調
査
課
】

課
長　

藤
原　

栄
二
（
学
校
教
育
課
長
）

主
事　

二
宮　

辰
司
（
税
務
課
）

参
事　

本
田　

浩
吉
（
新
規
再
任
用
）

【
税
務
課
】

主
査　

荒
木　

啓
志
（
総
務
課
）

【
住
民
環
境
課
】

主
幹　

小
崎　

誠
也
（
そ
よ
う
病
院
）

主
査　

藤
原　

義
嗣
（
生
涯
学
習
課
）

主
査　

品
田　
　

祥

　
　
　
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
）

主
事　

高
橋　

千
咲
（
新
規
採
用
）

【
健
康
福
祉
課
】

課
長　

門
川　

次
子（
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
）

福
祉
係
長　

藤
岡　
　

勇

　
　
　
（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
長
）

健
康
づ
く
り
係
長　

山
下
タ
ツ
ヨ

　
　
　
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

主
幹　

本
田　

恵
子
（
住
民
環
境
課
）

主
査　

山
邉　
　

剛
（
商
工
観
光
課
）

主
査　

仁
田
水　

玲
（
農
業
委
員
会
）

主
事　

井
場　

奈
央
（
住
民
環
境
課
）

主
事　

藤
嶋　

大
輔

　
　
　
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

【
老
人
ホ
ー
ム
】

施
設
長　

小
屋
迫
厚
文

　
　
　
（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）

調
理
師　

小
野
小
百
合
（
清
和
小
学
校
）

【
農
林
振
興
課
】

課
長
兼
集
落
営
農
担
当　

藤
島　

精
吾

（「
清
和
」
支
所
長
）

農
村
整
備
係
長　

山
本　

敏
朗

　
　
　
（
建
設
課
高
速
道
路
対
策
室
長
）

主
幹　

西
田　

法
生
（
生
涯
学
習
課
）

主
査　

荒
木　

達
也（「
蘇
陽
」建
設
水
道
課
）

主
査　

山
邉　

愼
哉（「
蘇
陽
」建
設
水
道
課
）

主
事　

成
瀬
ひ
と
み
（
総
務
課
）

【
農
業
委
員
会
】

　

事
務
局
長　

山
本　

祐
一

（
農
林
振
興
課
長
兼
集
落
営
農
担
当
）

農
地
係
長　

村
上　

敬
治

　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

主
幹　

玉
目　

知
穂
（
健
康
福
祉
課
）

【
商
工
観
光
課
】

観
光
振
興
係
長　

興
梠　

和
明

（
阿
蘇
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

主
査　

興
梠　

宏
幸
（
農
林
振
興
課
）

主
事　

田
中　

秀
穂
（
地
籍
調
査
課
）

【
建
設
課
】

土
木
係
長　

春
木　

寿
俊

　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
長
）

高
速
道
路
対
策
室
長　

佐
藤　

三
己

　
　
　
（
農
林
振
興
課
農
村
整
備
係
長
）

主
査　

松
永　
　

康
（
学
校
教
育
課
）

主
事　

緒
方　

直
樹

　
　
　
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

【
水
道
課
】

課
長　

甲
斐　

良
士

　
　
　
（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
長
）

経
理
係
長　

石
原　

博
文

（「
清
和
」
建
設
水
道
課
建
設
水
道
係
長
）

【
そ
よ
う
病
院
】

副
院
長
兼
緑
川
へ
き
地
診
療
所
長

　

竹
本　

隆
博

　
（
そ
よ
う
病
院
診
療
部
兼
緑
川
へ
き
地
診
療
所
長
）

診
療
部
兼
井
無
田
へ
き
地
診
療
所
長

　

古
賀　

義
規
（
新
規
採
用
）

総
務
係
長　

今
村　

順
一

　
　
　
（
そ
よ
う
病
院
）

医
事
係
長　

枝
尾　

博
文

　
　
　
（
そ
よ
う
病
院
）

主
査　

船
井　

晃
晴
（
健
康
福
祉
課
）

管
理
栄
養
士　

末
川　

佑
香（
新
規
採
用
）

◆
教
育
委
員
会
◆

【
学
校
教
育
課
】

課
長　

田
中　

耕
治
（
水
道
課
長
）

主
幹　

渡
邉　

寿
彦
（
地
籍
調
査
課
）

主
事　

北
島　

直
美
（
健
康
福
祉
課
）

【
生
涯
学
習
課
】

生
涯
学
習
係
長　

東　
　

誠
也

（
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）

主
査　

興
梠　

幸
司（「
蘇
陽
」健
康
福
祉
課
）

参
事　

間　
　

龍
洋
（
新
規
再
任
用
）

【
清
和
総
合
支
所
】

支
所
長　

佐
藤　

珠
一

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

総
務
住
民
課

主
事　

山
本　

里
枝

　
　
　
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

主
事　

浜
田　

聡
史
（
住
民
環
境
課
）

健
康
福
祉
課

主
査　

高
橋　

陽
典

　
　
　
（「
清
和
」
産
業
振
興
課
）

主
事　

松
永　

裕
矢

　
　
　
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

産
業
振
興
課

主
事　

枝
尾　

竜
成
（
新
規
採
用
）

建
設
水
道
課

建
設
水
道
係
長　

飯
星　

文
康

　
　
　
（
農
林
振
興
課
主
幹
）

【
蘇
陽
総
合
支
所
】

支
所
長　

有
働　

章
三
（
地
籍
調
査
課
長
）

健
康
福
祉
課

主
幹　

栗
屋　

広
季

　
　
　
（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
）

主
査　

村
山　

浩
司
（
商
工
観
光
課
）

保
健
師　

山
邊　
　

渚
（
健
康
福
祉
課
）

建
設
水
道
課

課
長　

後
藤　

誠
輝（
建
設
課
土
木
係
長
）

主
査　

工
藤
謙
一
郎
（
建
設
課
）

主
事　

立
田
さ
と
み
（
企
画
振
興
課
）

技
師　

山
中　

祐
二
（
新
規
採
用
）

山
都
町
職
員
人
事
異

山
都
町
職
員
人
事
異

山
都
町
職
員
人
事
異
動動動動動動

山
都
町
職
員
人
事
異
動

山
都
町
職
員
人
事
異
動

山
都
町
職
員
人
事
異
動

山中　祐二
（「蘇陽」建設水道課技師）

高橋　千咲
（住民環境課主事）

枝尾　竜成
（「清和」産業振興課主事）

末川　佑香
（そよう病院管理栄養士）

山本明日香
（金内保育園保育士）

中嶋　　恵
（浜町第二保育園保育士）

【
浜
町
保
育
園
】

保
育
士　

山
下　

好
加
（
大
川
保
育
園
）

調
理
師　

山
下
し
の
ぶ（
浜
町
第
二
保
育
園
）

【
浜
町
第
二
保
育
園
】

園
長　

緒
方　

美
保
（
金
内
保
育
園
長
）

保
育
士　

中
嶋　
　

恵
（
新
規
採
用
）

調
理
師　

荒
木
ゆ
か
り
（
浜
町
保
育
園
）

【
白
糸
保
育
園
】

保
育
士　

平
岡　

浩
美（
浜
町
第
二
保
育
園
）

調
理
師　

織
田　
　

瞳
（
老
人
ホ
ー
ム
）

【
金
内
保
育
園
】

園
長　

堀
田
三
津
子
（
白
糸
保
育
園
）

保
育
士　

山
本
明
日
香
（
新
規
採
用
）

【
矢
部
同
和
保
育
園
】

園
長　

山
中　

敏
子（
浜
町
第
二
保
育
園
長
）

保
育
士　

田
上　

明
実（
馬
見
原
保
育
園
）

保
育
士　

枝
尾　

美
咲
（
白
糸
保
育
園
）

【
大
川
保
育
園
】

園
長　

原
住　

生
美
（
菅
尾
保
育
園
長
）

保
育
士　

平
岡　

裕
子（
矢
部
同
和
保
育
園
）

保
育
士　

鎌
田　

恭
治（
矢
部
同
和
保
育
園
）

【
馬
見
原
保
育
園
】

園
長　

柴
田　

尚
美
（
浜
町
保
育
園
）

保
育
士　

後
藤　

秀
美（
二
瀬
本
保
育
園
）

【
二
瀬
本
保
育
園
】

保
育
士　

井　
　

和
恵
（
大
川
保
育
園
）

【
菅
尾
保
育
園
】

園
長　

興
梠
田
鶴
子（
馬
見
原
保
育
園
長
）

保
育
士　

工
藤　
　

唯
（
金
内
保
育
園
）

よろしくお願いしますよろしくお願いします ４月に新規採用された職員を紹介します。
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「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

心療内科・精神科　松永哲夫（益城病院　院長）

第65集
「アルコール依存症について」

知って得する知って得する
健康講座健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

　酒は昔から「百薬の長」などと言われてきましたが、最近では 1～ 2
合の酒でも脳が萎縮することが明らかになってきており、「万病のもと」
というところが強調されて、酒好きの人は「困ったな～」と思われて

いるようです。しかし、「困ったな～」と嘆かれる程度の方はまだ大丈夫ですが、「そんなことはない」
と憤慨したり言い訳したりされる方はアルコール依存症の黄色信号かも知れません。
　酒をたくさん飲む人がアルコール依存症になる訳ではありません。そもそも大酒飲みとは、1日に「日
本酒なら 3合、またはビールなら 1500ml、または焼酎ならお湯割りで 3合」くらいを飲む人のことで、
それくらいの大酒飲みは日本全国に 1千万人近くいます。その中の約 80 万人が、遺伝的な体質が関
係して、アルコールを原料にして脳の中でモルヒネやヘロインのような麻薬様物質ができるといった
アルコール依存症になると言われています。ですから、飲んでいるのは焼酎なのに、身体はいつのま
にか麻薬中毒になってしまい、「飲むと元気になるが、飲まないと元気が出ない」から始まり、「飲ま
ないと眠れない、眠っても 2時間くらいで目が覚める。飲まないと指がふるえる」といったような禁
断症状（離脱症状）が出てきます。そのように恐い病気ですが、入院しなくても酒をやめている人は
たくさんいますので、早めに御相談下さい。

そよう病院では下記のとおり心療内科・精神科外来を開設しております。
電話 096-286-3611（益城病院　外来受付）にて予約をお願いいたします。

木曜日
午前 午後

第 1週 井無田へき地診療所
第 2週 そよう病院 北部へき地診療所
第 3週 井無田へき地診療所
第 4週 そよう病院 北部へき地診療所
第 5週 そよう病院 井無田へき地診療所

　タバコを吸わない人でも、周囲にタバコを吸う人がいれば、嫌でもタバコの煙を吸うことになります。
他人のタバコの煙を吸うことを「受動喫煙」といいます。
　副流煙には主流煙の何倍もの有害物質が含まれています。喫煙者本人が吸っている煙よりも、周囲の人
が吸わされている煙のほうが有害なのです。
　厚生労働省研究班の発表では、受動喫煙が原因で発症する肺が
んや心筋梗塞により死亡者数は、年間約 6,800 人と推計されてい
ます。
　喫煙者は知らず知らずのうちに、自分のみならず、家族や周囲の人
の健康も害している危険性があることを自覚しなければなりません。
　少しでも「タバコ」をやめてみようかなと思うなら・・・
　ぜひ禁煙にトライ！一度で成功しなくても、あきらめないこと
が大切です。

①禁煙外来
　薬を用いて、お医者さんのサポートを受けながら禁煙する方法です。禁煙の成功率が大きく上
がるといわれています。
　町内では、矢部広域病院、野田医院、山口医院に禁煙外来があります。

②禁煙補助剤
　薬局でニコチンガムやニコチンパッチが購入可能です。ガムやパッチからニコチンを吸収し、
吸いたい気持ちを和らげることができます。

　※ ５月 31日は「世界禁煙デー」です。これをきっかけに、禁煙を始めてみませんか？

おすすめの禁煙方法

保健センターだ保健センターだより保健センターだ保健センターだより保健センターだよりvol.33

あなたの煙で困っている人がいますあなたの煙で困っている人がいます

◎6ヶ月間で
　　　体重　２．３kg減少
　　　腹囲　４.８cm減少
　特別な努力はしていな
いのですが、大腸ポリープ
を切除するため、その前後
で禁酒をしたことが、体重
や腹囲の減少につながっ
たのだろうと思います。

◎6ヶ月間で
　　　体重　１．５kg増加
　　　腹囲　９.４cm減少
　メタボの改善には、実行
あるのみですが、食事面は
あまり改善できませんで
した。それでも、腹囲が大
きく減少したのは、運動面
でよく歩いたからだと思
います。

動機付け支援受講
～ 矢部地区 特定保健指導修了者紹介 ～

動機付け支援受講

藤本　博嗣さん
（69歳）北中島

佐藤　恵美子さん
（70歳）上寺

　町の特定健診は40～74歳の国民健康保険に加入している方が対象です。平成25年度の受診率は、
暫定結果で61.5％でした。今年こそは、受診率 65％達成を目指しています。まずは健診を受け、自分の
体の状態を確認しましょう。
　健診は受けた後が重要です。日々の自分の生活習慣と健診結果の関係を理解し、改善するべき生活習慣
は改善してこそ、健診を受けた意味が出てきます。
　今回は、昨年の健診後に特定保健指導を受講し、６か月間取り組まれた２名の方をご紹介します。

タバコの煙

主流煙

呼出煙

副流煙

喫煙者がフィルター
を通して吸い込む煙

タバコの先から
立ち上る煙

喫煙者が吐き出した煙
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移動図書館車わくわく号
　　　　利用者募集のお知らせ

山都町図書館だより 声の灯り
ー80号ー

休館のお知らせ

お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
！

　
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

※ＣＤ・ＤＶＤは破損の原因となりますので、必ず
　カウンターにて返却をお願い致します。
※休館期間1月23日（水）～1月31日（木）

移動図書館車わくわく号
　　　利用者募集のお知らせ

休館のお知らせ

※ＣＤ・ＤＶＤは破損の原因となりますので、必ず
　カウンターにて返却をお願い致します。
※休館期間1月23日（水）～1月31日（木））

図書館からのお願い・・・
●本は大切に扱いましょう
　（書き込み・ページの折り曲げは破損とみなし、
　弁償して頂く場合があります）。

●次に借りる方のために返却日を守りましょう。

●利用者カードは本人以外利用できません。
　本人と確認できない場合は、カードを利用停止
　することがあります。連絡先（住所・電話番号）
　を変更された場合には直ちにご連絡下さい。

●本・ＣＤ・ＤＶＤを紛失・破損・汚損した場合は
　弁償となります。修理はせずに、スタッフまで
　申し出てください。

●借りた本の「またがし」は破損・紛失につなが
　りますのでご遠慮下さい。
　（借りた方が弁償しなくてはなりません）

図書館
わくわく号

貸し出し冊数
１人 10冊まで
１人 10冊まで

期間
2週間
1ヶ月間

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

★平成 26年 5月のわくわく号運行予定★
蘇陽地区

下記期間中は月末日・月曜日・祝日が続き休館日が続きます。開館日は5月1日（木）5月2日（金）2日間
のみとなりますのでご注意下さい。

　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
5月7日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
5月8日(木)   ブルーベリーの家（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
5月9日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
5月21日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　白小野（午後1時～）
　　　　　　　万坂（午後1時30分～）
　　　　　　　改善センター（午後1時40分～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
5月22日（木） 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
5月23日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
5月13日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
5月14日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

　図書館ってどんなところでしょう。ひとりひとり、その印象は違うかもしれません。小さい頃に絵
本やお話の本を借りたり、読書感想文を書く為の本を探したり、料理やお漬物の作り方の本を借り
て美味しく作ったり、話し方の本やこころがやすまる本を探したり、ひとりひとり、知りたいことは違
うけれど、みなさんの知りたいことが書いてある本がきっと見つかる・・・それが図書館です。
　本は「知りたいことを教えてくれる」「知らない世界を教えてくれる」「知るともっと楽しいことを
教えてくれる」あなたの善き友人です。新しいことを始めたくなる春の季節。本という友達に会い
に図書館へ来て見ませんか。山都町すべての町民のみなさんへ一冊の良書を手渡すことが私たち
の使命です。みなさんのご来館を心よりお待ちしています。休館日のお知らせ

図書館情報
    －読書とは、自分の魂と出会うことです－

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

2014年標語  「いつもいっしょ、本といっしょ」

Ｑ：だれでも本などを借りることができますか？
　Ａ：山都町に住民票登録されている方、山都町に通勤・通学されている方なら

　　　どなたでも無料で利用できます。中学生未満の方は保護者の同意が必要です。

　　　3歳未満の乳幼児は登録することができません。

Ｑ：読みたい本が図書館で見つかりません。
　Ａ：図書館スタッフが本を探したり、調べ物のお手伝いをします。本が貸出中の
　　　場合は「予約」が出来ますのでお気軽にスタッフまでおたずね下さい。

Ｑ図書館が遠くて行く時間がありません。
　Ａ：わくわく号にて巡回場所（公民館・事業所など）で本の貸し出しを行っております
　　　利用登録もできますのでお気軽にご利用ください。

Ｑ：本は何冊借りることが出来ますか？
　Ａ：1人10冊までです。図書館での貸し出しとわくわく号での貸し出しでは貸出期間が
　　　異なりますのでご注意ください。

－よくある質問－

開館時間：火曜日～金曜日（午前 10時～午後 6時）
　　　　　土曜日・日曜日（午前 10時～午後 5時）

※開館時間・移動図書館わくわく号以外での貸し出しは
　行っておりません。
※開館時間以外の返却は各館の返却ボックスをご利用く
　ださい。
※返却ボックスへのＣＤ・ＤＶＤの返却は破損の恐れが
　あるため受け付けておりません。お手数ですが、必ず
　カウンターへ返却して下さい。
※熊本県立図書館で借りた本を返却することができます。
　返却には、熊本県立図書館で借りた本と利用者カードが
　必要です。詳しくは、お近くの図書館へお尋ね下さい。

子どもの読書週間－2014年の標語・ポスターが決まりました。
（期間：4月27日～ 5月10日）

4/28(月)  4/29(火)  4/30(水)    5/1(木)    5/2(金)     5/3(土)    5/4(日)    5/5(月)    5/6(火)
     休      休      休      開館      開館        休        休         休          休
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山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

そ
の
52

　

２
月
13
日
か
ら
降
り
出
し
た
雪
は
大
雪

に
な
り
、
翌
日
山
都
町
内
の
小
中
学
校
は

休
校
と
な
っ
た
。
私
の
勤
務
す
る
蘇
陽
南

小
学
校
で
も
、
積
雪
が
37
㎝
を
記
録
し
た
。

　

翌
日
の
土
曜
日
は
天
気
が
回
復
し
、
晴

れ
間
が
出
て
雪
が
溶
け
は
じ
め
た
。
そ
こ

で
、
五
老
ケ
滝
周
辺
の
自
然
観
察
路
（
遊

歩
道
）
へ
散
策
に
出
か
け
た
。
雪
が
降
っ

た
と
き
は
雪
の
上
に
野
生
動
物
た
ち
の
痕

跡
が
残
り
、
観
察
に
よ
い
条
件
と
な
る
。

　

布
田
神
社
前
か
ら
滝
の
方
へ
遊
歩
道
を

下
り
、
仙
者
ケ
淵
を
通
り
、
河
鹿
橋
を
渡
っ

た
。
一
週

間
前
に
来

た
と
き
は
、

橋
の
す
ぐ

下
流
に
オ

シ
ド
リ
が

群
れ
て
い

た
が
、
こ

の
と
き
は
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

先
へ
進
み
、
緑
地
広
場
の
手
前
ま
で
来
た

と
き
だ
っ
た
。「
チ
ッ
、
チ
ッ
」
と
声
を
出

し
て
数
羽
の
野
鳥
が
藪
か
ら
飛
び
立
ち
、

木
の
枝
先
に
止
ま
っ
た
。
モ
ヒ
カ
ン
刈
り

の
よ
う
な
頭
の
冠
羽
が
目
立
ち
、
顔
に
は

黒
と
黄
色
の
鮮
や
か
な
模
様
が
あ
り
、
歌

舞
伎
役
者
の
隈
取
り
の
よ
う
だ
。
こ
の
鳥

は
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
の
オ
ス
だ
。
毎
年
、

冬
鳥
と
し
て
日
本
に
渡
っ
て
く
る
。

　

緑
地
広
場
の
手
前
か
ら
、
五
老
ケ
滝
川

に
沿
っ
て
林
の
中
に
延
び
て
い
る
遊
歩
道

に
入
っ
た
。
し
ば
ら
く
遊
歩
道
を
進
む
と

「
ケ
ケ
ッ
ツ
、
ケ
ケ
ッ
ツ
」
と
オ
シ
ド
リ

の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
足

音
を
立
て
な
い
よ
う
に
忍
び
足
で
進
ん
だ
。

足
元
に
は
オ
シ
ド
リ
の
好
物
の
ド
ン
グ
リ

が
た
く
さ
ん
落
ち
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
む

と
音
が
し
て
オ
シ
ド
リ
が
逃
げ
て
し
ま
う
。

　

よ
う
や
く
林
の
木
々
の
間
か
ら
川
面
が

見
え
る
所
に
来
た
。
こ
こ
で
オ
シ
ド
リ
が

出
て
く
る
の

を
待
つ
こ
と

に
し
た
。
間

も
な
く
オ
シ

ド
リ
が
姿
を

現
し
た
。
ま

ず
や
っ
て
来

た
の
は
２
羽

の
メ
ス
、
そ

の
後
に
続
い

て
数
羽
の
オ

ス
、
さ
ら
に

次
々
と
泳
い

で
来
た
。
20
羽
以
上
の
群
れ
だ
。
体
を
動

か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
双
眼
鏡
で
観
察
を

し
て
い
る
と
、
私
の
頭
上
に
鳥
が
や
っ
て

き
た
。
目
が
覚
め
る

よ
う
に
美
し
い
ソ
ウ

シ
チ
ョ
ウ
だ
。
ソ
ウ

シ
チ
ョ
ウ
は
、
か
つ

て
飼
い
鳥
と
し
て
日

本
に
輸
入
さ
れ
た

が
、
現
在
野
生
化
し

て
他
の
野
鳥
の
生
息

地
に
入
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

「県内で一番安全・安心な山都町」を目指して「県内で一番安全・安心な山都町」を目指して
　市町村別の犯罪発生率ランキングでは、常に“最下位レベル”の山都町。
犯罪・交通事故の発生件数の少なさは、町の自慢のひとつです。

　左表のとおり、山都町の犯罪発生率は県内 45 市町村中「40
位」でした。（昨年は 43 位）
　人口が１万人以上の 30 市町村の中では、一昨年、昨年に
続き、“最下位”でした。
　皆さんと一緒に熊本県で一番安全・安心な町を築きましょ
う。
※犯罪発生率＝人口千人当たり
の刑法犯の認知件数
※人口は県統計調査課が算出し
た推計値（平成２５年４月１日
現在）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

試験区分 警察官A
（男性・女性） 警察行政

願書配布 4月 14日（月）から配布開始 ４月14日（月）から配布開始
受付期間 ５月１日（木）～５月23日（金）５月１日（木）～５月16日（金）

第１次
試験

試験日 ７月13日（日） ６月22日（日）
試験内容 教養・論文 教養・専門・論文
合格発表 ７月中旬 ６月下旬

第２次
試験

試験日
体力 ８月９日（土）～８月10日（日）

面接 ７月５日（土）～７月11日（金）
面接 ８月16日（土）～８月23日（土）

合格発表 ８月下旬 ７月中旬
第３次
試験

試験日 面接 ７月26日（土）～８月１日（金）
合格発表 ８月上旬

受験資格

次のいずれにも該当する方
● 32歳までの方（昭和 57年４
月２日以降に生まれた方）

●学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業又は平成 27
年３月末までに卒業見込みの方
（人事委員会が同等の資格があ
ると認める方を含む）

次のいずれかに該当する方
● 22歳～ 29歳の方（昭和60年
４月２日～平成５年４月１日生）

● 22 歳未満の方（平成５年 4
月２日以降に生まれた方）で、
学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業又は平成 27
年３月末までに卒業見込みの方
（人事委員会が同等の資格があ
ると認める方を含む）

順位 市町村名 人口（人） 犯罪発生率
39位 南小国町 4,236 2.361
40位 山都町 15,964 2.255
41位 球磨村 3,962 2.019
42位 五木村 1,121 1.784
43位 玉東町 5,450 1.284
44位 産山村 1,583 1.263
45位 水上村 2,333 0.857

< 平成 25年中犯罪発生率ランキング>

＜ゆっぴー安心メール＞
　子どもたちの安全確保や地域の犯罪防止を図るため、
県内で発生した不審者の出没や子ども・女性に対する犯
罪の前兆事案の発生情報などを、会員登録された方の携
帯電話に配信します。

左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
山
都
警
察
署
総
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＜シルバー見守りネット＞
　保護が必要な高齢者等（障がい者や小学生以下の児
童を含む）の行方不明手配や交通安全・振り込め詐欺等
の犯罪被害防止情報を、携帯電話へメール配信します。

※ＱＲコードを読み取れない方は
〈ドメイン〉ansin.police.pref.kumamoto.jp を指定後、
【ゆっぴー安心メール】k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp
【シルバー見守りネット】net110@ansin.police.pref.kumamoto.jp 
に空メール送信をお願いします。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年 3月末
刑法犯 17件 （12件）

人身交通事故 6件 （6件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

矢部小の「にじ」と矢部中の「くにみ」矢部小の「にじ」と矢部中の「くにみ」

地域づくり夢チャレンジ大賞受賞地域づくり夢チャレンジ大賞受賞

　２つのＰＴＡ新聞が今年も熊日ＰＴＡ新聞コンクールで入賞をしました。

～地域づくり夢チャレンジ推進事業熊本県知事表彰～

　この二つのＰＴＡ新聞でいずれも部長を務めている本田勝美さんは、「部員の皆が、我が子の学年以外
の記事をどうやって読んでもらうかなどを考え、インパクトの有る記事や内容を考えた。また、自分たち
が楽しい記事にしようとの思いを込めた、紙面構成を心掛けた。小学校・中学校で、携わった新聞全てが優
秀賞をいただく事ができたのも、部員の皆と楽しく活動してきた結果です。」と話してくれました。

　地域の資源や特性を生かしながら、自主的な地域
づくりに取り組む地域団体を後押しするため、熊本
県の補助事業として平成 23 年度から「地域づくり
夢チャレンジ推進事業」が実施されております。他
の地域団体のモデルとなる優れた取り組みを行っ
ている地域団体の中から、県内５団体に対して県知
事より「地域づくり夢チャレンジ大賞」が送られま
した。
　山都町からは、旧白糸第二小学校の調理施設で四
季折々の里山弁当をつくり、菅の集落全てを野外
レストランに見立てて食事ができる「里山レストラ
ン事業」を実施している「菅地区山村交流ビジネス
協議会」（代表：菅純一郎さん）が受賞しました。表彰
式で蒲島知事が「今後も地域が元気になるようがん
ばってほしい」と話されました。

　矢部小「にじ」はＰＴＡ広報部７名と教職員３
名、サポーター７名の計17名が編集・取材を担当し
ています。
　学校での行事や地域と学校の交流行事などを広
報委員が交代で取材、児童の声を交えながら、読み
やすい文面で紹介しています。１学期に１号ずつ
３回発行しました。全号フルカラーの広報紙で240
部発行しています。

　矢部中「くにみ」はＰＴＡ文化部７人と教職員３
人の態勢で発行しています。学期毎に年３回、250
部を発行。保護者はもちろん、校区内の小学校や矢
部高校へも配布しています。学校内の行事など、普
段はあまり知ることができないことや、あった出
来事を掲載するだけでなく、その出来事に関わっ
た生徒から感想をもらったりしながら、さらに奥
深く学校行事を伝えられています。

矢部小ＰＴＡ新聞「にじ」の編集に携わったみなさん

蒲島知事に里山弁当の説明された
大和幸子さん（左）と渡辺房子さん（中央）

矢部中ＰＴＡ新聞「くにみ」の編集に携わったみなさん
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カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
作
業

　

３
月
22
日
、矢
部
高
校
二
輪
車
競
技

部
の
生
徒
７
人
が
、町
内
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ

は
、日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
方
に
、地
域
貢
献
で
恩
返
し

を
し
た
い
と
生
徒
た
ち
が
発
案
し
実

施
し
ま
し
た
。当
日
は
早
朝
か
ら
集
ま

り
、二
班
に
分
か
れ
て
浜
町
町
内
を
巡

回
。排
気
ガ
ス
な
ど
で
汚
れ
た
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
は
思
う
よ
う
に
汚
れ
が
落
ち

ず
手
を
焼
く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

洗
剤
と
タ
オ
ル
を
使
用
し
、一
つ
一
つ

丁
寧
に
拭
き
あ
げ
ま
し
た
。清
掃
を
し

た
生
徒
た
ち
は
、「
今
後
も
安
全
運
転

に
心
が
け
な
が
ら
こ
の
活
動
も
続
け

て
い
き
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

地
元
を
清
掃

　

３
月
24
日
、
ど
ん
ぐ
り
楽
校
の
児

童
９
人
が
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
た
め
に
恩
返
し

を
と
、
今
回
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

は
終
業
式
後
に
、
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
、
さ
ら
に
潤
徳
小
学
校
か
ら
入
佐

公
民
館
ま
で
の
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾

い
を
し
ま
し
た
。
歩
道
や
、
排
水
路

に
は
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
捨
て

て
あ
り
、
入
佐
公
民
館
前
に
た
く
さ

ん
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

一つ一つを丁寧に磨きあげました。

今年の卒業生と保護者のみなさん

たくさんのゴミが集まりました。

竹で出来た唯一の額縁をプレゼント

卒
業
式
に
思
い
出
の
品
を

　

３
月
20
日
、
御
岳
小
学
校
の
卒
業

生
に
、
卒
業
証
書
を
納
め
る
額
縁
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
額

縁
は
川
内
地
区
在
住
の
藤
岡
さ
ん

が
、
「
卒
業
生
に
思
い
出
が
残
る
モ

ノ
を
」
と
始
め
ら
れ
、
今
年
で
３
年

目
に
な
り
ま
す
。
額
縁
は
竹
で
頑
丈

に
作
っ
て
あ
り
、
手
作
り
の
た
め
一

つ
一
つ
が
特
色
の
あ
る
作
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
御
岳
小
学
校
の

卒
業
生
は
10
人
。
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
笑
顔
で
校

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

田
小
野
の
卒
業
生
を
祝
う
会

　

３
月
12
日
、
今
年
中
学
、
高
校
を

卒
業
す
る
田
小
野
地
区
の
生
徒
の
卒

業
を
祝
う
会
が
田
小
野
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
開
催
さ
れ

て
い
る
当
地
区
で
の
卒
業
生
を
祝
う

会
。
今
年
は
中
学
生
３
人
と
高
校
生

４
人
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈

呈
や
、
卒
業
生
が
今
後
頑
張
っ
て
い

き
た
い
こ
と
な
ど
を
皆
に
話
し
、
当

地
区
の
皆
に
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
７
人
全
員
、
進
学
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

旅
立
ち
と
出
会
い
の
季
節

　

３
月
、町
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式

が
執
り
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
学
校
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
在
校
生
た
ち
を

引
っ
張
っ
て
い
た
児
童
、生
徒
２
３
８

人
が
卒
業
し
ま
し
た
。卒
業
式
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
色
々
な
学
校
生
活
を
振

り
返
り
、
感
極
ま
っ
て
涙
す
る
児
童
、

生
徒
も
多
数
。そ
れ
ぞ
れ
が
進
む
道
へ

向
か
っ
て
母
校
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

４
月
に
入
り
、町
内
の
小
中
学
校
で

は
入
学
式
が
行
わ
れ
、新
た
に
２
０
１

人
の
児
童
・
生
徒
が
入
学
し
ま
し
た
。

小
学
生
は
た
く
さ
ん
の
希
望
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
抱
き
、中
学
生
は
小
学
校

の
卒
業
式
で
在
校
生
に
誓
っ
た
思
い

を
胸
に
入
学
を
迎
え
ま
し
た
。

潤徳小学校新一年生の８人（１人欠席）。

町内小中学校の卒業者、入学者数

　　学校名

中島小学校
矢部小学校
御岳小学校
潤徳小学校
清和小学校
蘇陽小学校
蘇陽南小学校
矢部中学校
清和中学校
蘇陽中学校

平成25年度卒業者数

１０
３６
１０
１０
１１
１４
２１
８４
１５
２７

平成26年度入学者数

１１
３５
９
８
１６
１２
８
５７
１１
３４

　

３
月
27
日
、
新
庁
舎
建
築
現
場
を

展
望
で
き
る
仮
設
の
展
望
デ
ッ
キ
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
仮
囲
い

防
音
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
進
捗
状
況
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
現
場
内
を
観
覧
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
観
覧
出
来
る
時

間
は
、
日
曜
を
除
き
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
場
所
は
、
役

場
企
画
振
興
課
建
物
の
横
に
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で

防
災
資
機
材
を
整
備
！

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、下
矢
部
西
部

自
主
防
災
会
に
投
光
器
や
発
電
機
な

ど
の
防
災
用
資
機
材
の
整
備
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
費
を
財

源
と
し
て
、財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、今

後
の
下
矢
部
西
部
自
主
防
災
会
の

益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
を

　
　
　
　

展
望
で
き
ま
す
！

展望デッキ

展望デッキからの眺め
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お
し
ら
せ
版

阿
蘇
南
郷
檜
（
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
）

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
会
員
募
集

　

本
協
議
会
は
、
地
域
の
宝
「
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
」

を
ブ
ラ
ン
ド
材
と
し
て
全
国
に
売
り
出
し
な

が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
育
成
し
続
け
る
た
め

の
活
動
を
通
じ
、
阿
蘇
地
域
の
林
業
の
活
性

化
と
林
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

①
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

寺
社
仏
閣
建
築
、
高
級
木
造
住
宅
、
公
共

建
築
物
な
ど
の
高
級
建
築
用
材
と
し
て
ナ

ン
ゴ
ウ
ヒ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま
す
。

②
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
育
林
技
術
の
継
承

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
育
林
技
術
の
継
承
を
図
る

た
め
、
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
枝
打
ち
技
術
を
持
つ

指
導
者
の
下
、
会
員
を
対
象
に
基
礎
的
な

枝
打
ち
技
術
研
修
会
や
間
伐
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

③
資
源
調
査

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
林
分
の
資
源
量
や
施
業
の
状

況
を
調
査
し
、
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
資
源
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
販
売
や
育
林
に
役

立
て
ま
す
。

④
森
林
施
業
指
針
の
作
成

品
質
の
確
保
を
図
る
た
め
、
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ

の
育
林
技
術
を
分
か
り
易
く
ま
と
め
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し
、
会
員
に
普

及
し
ま
す
。

▼
対
象

①
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
を
植
え
ら
れ
て
い
る
方
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
植
え
よ
う
と
し
て
い
る
方

②
協
議
会
開
催
の
「
枝
打
ち
研
修
会
」
に
参

加
し
、
協
議
会
活
動
に
主
体
的
に
参
加
し
、

自
ら
枝
打
ち
な
ど
の
手
入
れ
を
実
践
し
て

み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

③
森
林
情
報
の
提
供
な
ど
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
資

源
調
査
に
協
力
で
き
る
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
（
７
２
―
１
１
３
６
）

山
都
町
商
店
街
店
舗
改
修
事
業
補
助
金

　

町
内
の
商
店
街
の
活
性
化
（
空
き
店
舗
の

活
用
、
起
業
家
支
援
、
既
存
店
の
収
益
向
上

な
ど
）
を
図
る
た
め
に
、
商
店
街
に
あ
る
店

舗
の
改
修
工
事
を
し
よ
う
と
す
る
方
を
応
援

し
ま
す
。

▼
概
要

　

町
内
の
商
店
街
に
あ
る
店
舗
ま
た
は
空

き
店
舗
に
つ
い
て
外
装
工
事
を
伴
う
改
修

工
事
費
の
一
部
を
町
が
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
額

①
借
用
し
て
い
る
店
舗

　

上
限
５
０
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

②
所
有
し
て
い
る
店
舗

　

上
限
３
０
万
円
（
補
助
率
１
／
３
）

▼
対
象
要
件

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
（
ま
た
は
住
所
を

有
す
る
予
定
の
）
個
人
・
法
人
で
あ
る

・
商
店
街
に
あ
る
店
舗
ま
た
は
空
き
店
舗
で

あ
る

・
外
装
工
事
を
伴
う
店
舗
改
修
工
事
で
あ
る

・
山
都
町
景
観
づ
く
り
条
例
に
反
し
な
い
こ
と

・
対
象
店
舗
で
１
年
以
上
継
続
し
て
営
業
す
る

・
店
舗
改
修
工
事
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る

施
工
業
者
が
行
う

・
過
去
５
年
以
内
に
当
該
補
助
金
等
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▼
申
請
方
法

　

補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
工
事
に
着
手

す
る
前
に
、
所
定
の
申
請
書
を
、
商
工
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
申
請
手
続

　

町
商
工
会
本
所
（
７
２
―
０
１
８
６
）

　

清
和
支
所
（
８
２
―
２
０
１
７
）

　

蘇
陽
支
所
（
８
３
―
０
０
３
７
）

▽
内
容

　

商
工
観
光
課
（
７
２
―
１
１
５
８
）

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
受
講
者
募
集

　

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
各
種
技

能
講
習
を
通
じ
て
55
歳
以
上
の
高
齢
求
職
者

の
雇
用
・
就
業
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。
高

齢
化
・
核
家
族
化
に
伴
い
、
介
護
援
助
サ
ー

ビ
ス
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
は
年
々

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
で
は
社
会
の

需
要
に
応
え
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を
行
い
、
就
職
を
目
指

し
ま
す
。

▼
講
習
期
間　

６
月
26
日
㈭
〜
７
月
12
日
㈮

▼
日
数　

10
日
間

▼
場
所　
甲
佐
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
ろ
く
じ
館

▼
定
員　

20
人

▼
申
込
締
切　

６
月
13
日
㈫

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
締
切
日
後
も

受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
（
０
９
６
―
３
１
２
―
３
３
１
０
）

福

祉

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相
談
窓

口
が
福
祉
相
談
所
で
す
。
相
談
は
無
料
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
内
容

に
よ
り
関
係
機
関
へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

当
日
、
午
前
中
は
町
内
の
司
法
書
士
事
務
所

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

　

５
月
１
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
８
２
―
３
３
４
５
）

シ
ネ
マ
ぽ
こ
あ
ぽ
こ
５
月
上
映
会

▼
映
画
名　

標
的
の
村

　

沖
縄
・
黙
殺
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

▼
日
程　

５
月
31
日
㈯

▼
時
間　
午
前
11
時
、
午
後
２
時
、
午
後
７
時

募

集

相

談

窓

口

お

知

ら

せ

平成 26年度　山都町まちづくり事業補助金事業　２次募集
１　補助の趣旨
　住民の主体的なまちづくり事業を支援するため、その事業に要する経費の一部を補助します。
２　補助対象事業
（１）まちづくり事業
（ア）専門家等を招へいして行う講習会等
（イ）広く一般の者が参加できる講演会・シンポジウム等
（ウ）地場産品の販路拡大を図る事業
（エ）イベント・交流事業（同一のものは１年限り）

（２）研修事業　まちづくりのために住民自らが企画する研修（同じ者の申請は２年度限り）
（注）同一年度内においては、１団体１事業までしか申請できません。
３　補助金交付対象者
（１）まちづくり事業
主たる活動の場が町内である構成員が５人以上の団体
（ただし、営利を目的とした団体、宗教・政治活動を目的とした団体、特定の公職者及び政党を支
持または反対することを目的とした団体、暴力団及びその統制下にある団体、自治振興区は対象外）

（２）研修事業
主たる活動の場が町内である構成員が５人以上の団体（上記と同）及び山都町民個人

４　補助率及び補助金額
区　分 補　助　率 限　度　額

まちづくり事業 ４分の３以内
（千円未満端数切捨て） ５万円以上 50 万円まで

研修事業 （千円未満端数切捨て） １人あたり１万円以上 10 万円まで
１団体あたり５人まで

（注）補助金は、町の予算（2,000 千円）の範囲内で交付します。
５　補助対象経費
（１）まちづくり事業
補助対象に要する経費（ただし、補助事業者自らの運営に要する経費と食料費は対象外）

（２）研修事業
補助要綱に定める規定により算定した旅費（行程に基づき役場で算定します）

（注）補助金交付決定後からの支払いにかかるものに限ります。
６　申請方法等
（１）募集期限
７月 26 日（金）

（２）申請書提出先
山都町役場　企画振興課

（３）申請書類
補助金交付申請書、事業（研修）計画書、収支予算書（まちづくり事業のみ）、団体の規約また
は団体調書

（４）事業完了後は 30 日以内に、実績報告書、事業（研修）報告書
収支精算書・領収書の写し（まちづくり事業のみ）、写真などを提出する必要があります。

【問い合わせ先】企画振興課（７３―０４１０）

▼
場
所　

隣
保
館

▼
入
場
料

当
日
１
，
０
０
０
円
（
前
売
り
８
０
０
円
）

高
校
生
５
０
０
円
（
前
売
り
３
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

電
話
（
０
８
０
―
４
３
１
５
―
３
０
１
８
）

メ
ー
ル

（cinem
a_pocoapoco@

yahoo.co.jp

）

熊
本
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

　

県
産
乾
し
い
た
け
の
品
質
の
向
上
や
し
い

た
け
生
産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
品
評
会
の
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
種
類

　

７
０
０
ｇ
の
部
、
大
箱
の
部

▼
出
品
対
象
品
柄

　

①
ど
ん
こ
、
②
こ
う
こ
、
③
こ
う
し
ん

▼
申
込
期
間

　

４
月
７
日
㈪
〜
５
月
２
日
㈮

　

※
出
品
物
の
搬
入
期
間
も
同
様

▼
表
彰
式

　

５
月
31
日
㈯

▼
会
場

　

熊
本
県
椎
茸
農
協
市
場

※
詳
細
な
出
品
申
込
み
方
法
等
は
、
県
椎
茸

農
協
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
成
績
優
秀
者
に
は
、
各
賞
を
授
与
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
椎
茸
農
業
協
同
組
合

　
（
０
９
６
―
３
８
０
―
３
３
０
０
）

　
【
農
林
振
興
課
（
７
２
―
１
１
３
６
）】
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平成26年度前期狂犬病予防集合注射及び飼い犬登録日程表
　下の日程表のとおり、狂犬病予防集合注射及び飼い犬登録を実施します。犬を飼われている方は、最
寄りの場所で必ず注射を受けさせてください。
○矢部地区日程表

日　時 実施場所

5
月
20
日
（
火
）

午
前

9:30 ～ 9:40 旧ＪＡ御岳支所
9:50 ～ 10:00 上川井野公民館
10:05 ～ 10:15 成君公民館
10:25 ～ 10:35 御岳小学校
10:40 ～ 10:50 男成公民館（皆輪）
11:00 ～ 11:10 田所バス停
11:15 ～ 11:20 米内蔵公民館

午
後

13:30 ～ 13:40 小笹バス停
13:50 ～ 14:00 麻山（竹の迫）バス停
14:15 ～ 14:25 稲生野バス停
14:35 ～ 14:45 西谷公民館
14:55 ～ 15:05 旧ＪＡ名連川支所
15:15 ～ 15:25 入佐　八田商店
15:30 ～ 15:40 大川町　中村倉庫

5
月
21
日
（
水
）

午
前

9:20 ～ 9:30 旧ＪＡ下名連石支所
9:35 ～ 9:50 坪の内三叉路
10:00 ～ 10:15 田小野公民館
10:20 ～ 10:25 鹿生野バス停
10:35 ～ 10:50 萱野公民館
11:00 ～ 11:10 金内公民館
11:20 ～ 11:30 原公民館

午
後

13:15 ～ 13:20 通潤山荘入口（豊田商店前）
13:25 ～ 13:30 長野バス停
13:35 ～ 13:45 役場白糸事務所（旧白一小）
14:00 ～ 14:10 上菅集会所
14:15 ～ 14:20 笈石公民館
14:30 ～ 14:35 平家の湯入口吊り橋前
14:50 ～ 14:55 白糸郵便局
15:05 ～ 15:10 小迫黒谷公民館

5
月
22
日
（
木
）

午
前

9:20 ～ 9:30 杉木北浜館
9:35 ～ 9:45 寺川　旧陽気酒販前
9:50 ～ 9:55 大野公民館
10:00 ～ 10:05 梅木公民館
10:10 ～ 10:15 布田公民館
10:25 ～ 10:35 役場浜町事務所（旧営林署）
10:40 ～ 10:50 奥村運送
10:55 ～ 11:10 千寿苑　正面駐車場

午
後

13:20 ～ 13:30 旧中島南部小学校
13:35 ～ 13:40 暮瀬橋
13:50 ～ 13:55 小柏原公民館
14:00 ～ 14:05 福良公民館
14:10 ～ 14:20 旧中島西部小学校
14:25 ～ 14:35 下鶴公民館
15:10 ～ 15:20 水の田尾公民館
15:30 ～ 15:35 布勢　守商店前
15:40 ～ 15:45 白木谷神社前

5
月
23
日
（
金
）

午
前

9:30 ～ 9:40 南田公民館
9:50 ～ 9:55 芦屋田公民館
10:00 ～ 10:05 山田バス停
10:10 ～ 10:15 市原バス停
10:25 ～ 10:35 長田公民館
10:40 ～ 10:50 浜町Ｂ地区公民館
10:55 ～ 11:05 中央体育館　正面駐車場

午
後

13:20 ～ 13:25 牧野ポンプ倉庫
13:30 ～ 13:45 白小野　緒方商店前
14:00 ～ 14:10 万坂　明光寺
14:15 ～ 14:20 勢井バス停
14:25 ～ 14:30 瀬峰バス停（三叉路）
14:40 ～ 14:50 柚木公民館
15:00 ～ 15:15 金福寺バス停
15:25 ～ 15:30 葛原公民館
18:00 ～ 19:00 中央体育館　正面駐車場

●矢部地区のお問い合わせ
山都町役場 住民環境課 環境衛生係　電話72-0767

○清和地区日程表
日　時 実施場所

5
月
26
日
（
月
）

午
前

9:20 ～ 9:30 法蓮寺公民館
9:40 ～ 9:50 鶴底元公民館
10:00 ～ 10:10 川口公民館
10:20 ～ 10:30 井無田へき地出張診療所前
10:40 ～ 11:00 郷野原公民館
11:10 ～ 11:20 安方公民館
11:30 ～ 11:40 仏原公民館
11:50 ～ 12:00 高月多目的集会所

午
後

13:30 ～ 13:40 沢津公民館
13:55 ～ 14:00 赤木地区（防火水槽前）
14:05 ～ 14:10 舞岳地区（ごみ収集場前）
14:20 ～ 14:30 滝下地区（水の森交流館）
14:35 ～ 14:45 湯鶴葉（緑仙庵前）
14:55 ～ 15:00 栗林地区入口

5
月
27
日
（
火
）

午
前

9:30 ～ 9:40 川ノ口（記念碑前）
9:50 ～ 10:00 梅ノ木鶴公民館
10:10 ～ 10:20 目射地区（防火水槽前）
10:30 ～ 10:40 楢原地区（婦人活動促進施設）
10:50 ～ 11:00 木原谷公民館
11:10 ～ 11:20 小中竹公民館
11:30 ～ 11:40 貫原公民館

午
後

13:10 ～ 13:20 仮屋公民館
13:30 ～ 13:40 鎌野公民館
13:45 ～ 13:55 尾野尻多目的集会所
14:05 ～ 14:15 元農協小峰支所跡地
14:20 ～ 14:30 須原公民館
14:40 ～ 14:50 米生公民館
14:55 ～ 15:15 清和地区体育館

●清和地区のお問い合わせ
山都町役場 清和総合支所 健康福祉課　電話82-2111

①飼い犬を町に登録されている方には後日ハガキが届き
ますので、注射を受ける場所へ必ずご持参ください。

②どうしても飼い犬を注射場所へ連れてくることができ
ない場合は自宅で注射を行うこともできますが、別
途出張料2,000円 が必要です。また自宅での注射を
希望される場合は、事前の申し込みが必要です。

③注射料、新規登録料は以下のとおりです。
　注　射　料：3,070円
　　　　　　　（うち500円は注射済票交付手数料です。）
　新規登録料：3,000円
※交通事情等により到着時間が遅れる場合もありますの
でご了承ください。

☆犬を飼う場合は役場への登録が必要です。飼ってい
るすべての犬を登録してください。

☆狂犬病の蔓延を防ぐため、飼い犬に対し、年１回狂
犬病予防注射を必ず接種させてください。

☆犬を飼う場合は必ず繋いでおいてください。散歩の
際も必ずリードなどで繋いでおいてください。

☆犬は他人にケガを負わせる場合があります。ケガを
負わせてからでは遅いです。日常から適正な管理を
お願いします。

☆犬が嫌いな人もいます。犬の吠える声が迷惑な人も
います。しつけを受けさせるなど飼い主としての責
任を果たしてください。

料金については、おつりがないようにご準備ください。
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▼
馬
見
原
酔
山
会

あ
っ
ぱ
れ
や
母
百
回
の
ひ
な
祭 

工
藤
美
智
子

こ
こ
ろ
ざ
し
花
の
盛
り
の
別
れ
か
な 

大
西
久
美
子

花
散
ら
す
雨
逸
れ
た
ま
へ
止
み
た
ま
へ 

高
田　

眞
司

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

残
雪
や
道
行
く
人
の
背
を
丸
め 

本
田　

七
郎

鳥
獣
足
跡
残
る
今
朝
の
雪 

草
樹　
　

萌

立
春
と
き
き
し
ば
か
り
に
気
の
ゆ
る
む 

水
野　

信
子

水
弾
く
羽
毛
纏
い
し
水
鳥
も

　
　

身
を
震
わ
せ
る
矢
部
の
真
冬
日 

古
閑
比
奈
子

老
い
て
な
お
多
忙
な
師
走
き
り
ぬ
け
て

　
　

新
年
詠
う
幸
せ
思
う 

今
村　

芳
子

赤
ん
坊
開
放
感
が
判
る
の
か

　
　

お
む
つ
外
せ
ば
背
の
び
し
て
い
る 

木
下
ス
エ
オ

▼
通
潤
句
会

ふ
ら
こ
こ
の
か
す
か
に
揺
れ
て
春
惜
し
む 

菅　

清
次
郎

草
焼
き
の
残
り
火
煽
る
修
羅
の
風 

西
田
え
い
子

菜
の
花
に
明
日
を
約
束
陽
の
沈
む 

田
中
か
つ
み

▼
清
和
短
歌
会

蕾
ふ
く
ら
む
梅
の
小
枝
に
と
ま
り
い
て

　
　

二
羽
の
雀
は
寄
り
添
い
喋
る 

梶
原　
　

徹

媼
逝
く
秀
歌
残
し
て
媼
逝
く

　
　

吾
も
目
指
そ
う
九
十
路
の
詠
み
人 

渡
邊　

民
生

幾
つ
も
の
苦
労
乗
り
越
え
今
が
あ
る
と

　
　

春
の
出
会
ひ
に
教
へ
子
語
る 

山
本　

フ
サ

～ ５月ギャラリーのご案内 ～

「フォトサークル
山都写真展」

平成26年５月１日（木）　　
　　　　～31日（土）まで

水曜日定休日

私達会員が、町内外を問わ
ずテーマも絞らず撮り歩い
た自然・景勝地・山林・棚田・
花などの写真を展示します
（約３０点程）

【出展者】　　　　　　　
フォトサークル山都

５月の当番医　
５月  4 日　伴 病 院（電話72-0029）
５月 11日　野 田 医 院（電話72-0307）
５月 18日　矢部広域病院（電話72-1121）
５月 25日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）

山都町の人口
〔平成26年３月31日現在〕

男　　8,099人  （－44）
女　　8,687人  （－52）
計　 16,786人  （－96）
世帯   6,701戸  （－12）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年３月の出生者数
　３人（今年の出生者数　13人）
※平成26年３月の死亡者数
　36人（今年の死亡者数　112人）

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

110

い
る
と
思
っ
た
。
お
か
し
い
こ

と
を
お
か
し
い
と
い
う
に
は
勇

気
が
い
る
け
ど
、
み
ん
な
で
協

力
す
れ
ば
本
当
の
正
し
い
こ
と

が
言
え
る
と
思
う
。

【
中
学
生
】

○
今
回
の
集
会
で
、
差
別
の
こ
と

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
な
お
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
こ
と
を
今
後
に
活
か
し

て
差
別
を
少
し
で
も
減
ら
し
て

い
き
た
い
で
す
。

【
高
校
生
】

○
昨
年
も
こ
の
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
小
学
生
や
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
の
発
表
は
し
っ
か
り

し
た
内
容
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想

い
が
強
く
て
聞
い
て
共
感
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
い
い
話
が
聞

け
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
活
か
し
て
い
け
る
よ

う
に
自
分
自
身
も
う
少
し
大
人

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

○
こ
の
「
集
会
」
を
通
し
て
、
改

め
て
差
別
を
さ
れ
る
苦
し
さ
や

大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
小

さ
な
取
組
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
な

取
組
み
に
変
わ
り
、
変
え
ら
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
差
別

を
さ
れ
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ

ず
、
き
ち
ん
と
止
め
ら
れ
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
と
て
も
良
い
集
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

【
一
般
20
代
】

○
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
し
っ
か

り
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た

と
と
も
に
、
自
分
の
学
び
が
ま

だ
ま
だ
浅
い
こ
と
、
も
っ
と
学

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
解

放
子
ど
も
会
の
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に

誇
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
て
、
自
分
は
ど
う
な
の
か
と

見
つ
め
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

【
一
般
30
代
】

○
毎
年
参
加
す
る
こ
と
で
、
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

時
そ
の
時
、
重
ね
る
こ
と
や
、

考
え
る
こ
と
の
内
容
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
発

表
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
一
般
40
代
】

○
子
ど
も
達
の
事
実
は
な
に
か
を

し
ら
べ
て
い
く
強
い
意
志
や
、

友
だ
ち
を
つ
く
ろ
う
、
大
切
に

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
初
参
加
で
し

た
が
、
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

〇
い
じ
め
や
差
別
の
現
実
は
、
子

ど
も
を
育
て
る
親
の
学
び
が
た

り
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
人
が
学
び
続
け
る
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
集
会
で
し

た
。

【
一
般
50
代
】

○
子
ど
も
た
ち
の
発
表
が
年
々
ハ

ッ
キ
リ
と
堂
々
と
そ
し
て
よ
く

考
え
て
・
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
思
い

が
し
っ
か
り
引
き
継
が
れ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て

い
き
、
こ
の
思
い
が
ど
ん
ど
ん

広
が
っ
て
い
く
事
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
コ
ッ
カ
ー

の
紙
芝
居
も
と
て
も
良
く
わ
か

り
ま
し
た
。

○
自
分
た
ち
の
住
む
町
の
こ
と
を

自
分
た
ち
の
力
で
調
べ
、
発
表

す
る
子
ど
も
た
ち
の
自
信
に
あ

ふ
れ
た
声
、
発
表
後
の
ホ
ッ
と

し
た
表
情
に
住
み
よ
い
町
に
な

っ
て
い
く
と
確
信
し
ま
し
た
。

大
人
も
頑
張
り
ま
す
。

【
一
般
60
代
】

○
今
回
、
集
会
に
参
加
し
て
い
ろ

い
ろ
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

日
常
身
近
に
起
き
う
る
問
題
で

あ
り
、
大
人
の
私
た
ち
も
相
手

の
こ
と
を
考
え
て
思
い
や
り
を

持
っ
て
相
手
に
接
し
た
い
も
の

で
す
。

【
一
般
70
代
】

○
問
題
提
起
の
紙
芝
居
は
す
ば
ら

し
か
っ
た
で
す
。
感
動
し
ま
し

た
。
子
ど
も
の
発
表
も
最
初
の

頃
は
作
文
だ
け
と
か
言
葉
に
よ

る
意
見
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
紙

芝
居
や
劇
な
ど
視
覚
に
訴
え
る

こ
と
も
多
く
、
内
容
が
よ
く
考

え
ら
れ
て
充
実
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
も
「
第
19
回
５
・
23

差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集
会
」

を
、
５
月
24
日
（
土
）
に
午
前
８

時
45
分
か
ら
11
時
ま
で
矢
部
中
学

校
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
町
民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

昨
年
５
月
25
日
、
矢
部
中
学
校
体
育
館
で
第
18
回
「
５
・
23
差
別
を
な

く
す
山
都
地
区
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
６
９
人
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
本
集
会
は
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
と
な
り
な
が
ら
、
大
人
も
共
に
学
び
合
う
場
で
す
。

　

今
年
も
、
５
月
24
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
多
数
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
付
：
５
月
２
４
日
（
土
）

場
所
：
矢
部
中
学
校
体
育
館

「
第
「
第
1818
回
５
・

回
５
・
2323
差
別
を
な
く
す
山
都

差
別
を
な
く
す
山
都

町
地
区
集
会
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

町
地
区
集
会
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

【
小
学
生
】

○
わ
た
し
は
「
か
わ
い
そ
う
」
と

い
う
こ
と
も
さ
べ
つ
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

足
や
手
が
な
い
人
を
み
た
り
し
た

ら
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
ち
が
う
と
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
さ
べ

つ
に
き
づ
き
、
な
く
し
て
い
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

○
あ
る
村
だ
け
差
別
し
て
い
る
こ

と
は
、
ゆ
る
せ
な
い
と
思
っ
た
。

か
わ
い
そ
う
や
差
別
さ
れ
て
い
る

村
な
ど
と
思
う
こ
と
が
差
別
し
て

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う

　

第

　

第
1818
回
「
５
・

回
「
５
・
2323
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集
会
」

差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集
会
」

「どろんことたいよう」を合唱する参加者

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

和
光
教
室
書
道
部
の
八
田
豊
久
さ
ん
（
入
佐
）
作

４月になり、新年度を迎えました。私
は今年も変わらず広報担当となりまし
た。５月号を作成しながら、昨年の今頃
を思い出していました。不安だらけで、
「なぜ自分が広報担当なんだ。」と思い悩
んだこともありました。しかし、一年間
色々なところにお邪魔し、取材、写真撮
影をし、広報担当でなければまず出会う
こともなかったであろう方たちと出会い
ました。それらで出会った人たちは、こ
れから自分が生きていく中できっと役に
立っていく人脈だと思います。
先日、表紙にもなっている You ＆

You 成婚 30 組セレモニーの取材へ、下
馬尾の「山神山の杜」に行きました。こ
れまで一度も足を運んだことが無かった
ため、あの桜満開の景色には圧倒されま
した。この町のいい所など、これからも
広く報せていければと思います。今年度
も、よろしくお願いします（㋟）。

23 22
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タイトル：山神山の桜
撮影場所：浦川地区山神山
撮 影 者：尾上利弘
コメント：この桜公園は、地元浦川地区の人たちが、
10 年の月日をかけ自分達の手で造園されたもので
す。その努力が実り、今年も見事な花が咲きました。
他の地区でもこうゆう運動を起こしていただき、花
いっぱいの山都町にしたいものです。皆さんも是非
一度は訪れてみてください。素晴らしいところです。
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

山神山の桜

5月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3　憲法記念日
　献茶祭 　高畑年禰神社

御田植祭
　青葉の瀬川開き・
子供釣り大会

4　みどりの日 5　こどもの日 6　振替休日 7 8 9 10
　伴病院 　やまと未来図

WS（御所）

11 12 13 14 15 16 17
　野田医院 　やまと未来図

WS（御岳細部）
　やまと未来図
WS（緑川・木原谷）
　

　やまと未来図
WS（中島東部）

18 19 20 21 22 23 24
　矢部広域病院
　関東山都会

25 26 27 28 29 30 31
　瀬戸病院
　新茶まつり

　　お知らせ
　　イベント
　　当番医


